
津
田
秀
夫
文
庫
古
文
書

H
録

平
野
含
翠
堂
な
ら
び
に
土
橋
家
文
書
目
録
を
収
め
た
目
録

(
1
)
に
つ
づ
い
て
、

今
回
、
掲
載
す
る
目
録
は
、
摂
津
住
吉
郡
桑
津
村
（
現
在
大
阪
市
東
住
吉
区
桑
津
町
）

桑
津
（
く
わ
づ
）
村
は
住
吉
郡
の
北
端
、
東
成
郡
と
隣
接
す
る
位
置
に
あ
り
、

天

王
寺
か
ら
平
野
・
八
尾
•
奈
良
に
い
た
る
奈
良
街
道
に
出
郷
桑
津
新
家
を
も
つ
。
出

郷
か
ら
南
下
す
る
と
本
郷
で
、

さ
ら
に
南
下
す
る
と
北
田
辺
•
南
田
辺
に
至
る
。
現

在
で
は
阿
倍
野
・
天
王
寺
に
つ
づ
く
市
街
地
の
な
か
に
あ
り
、
近
接
し
て
J
R
関
西
本

線
東
部
市
場
前
、

J
R
阪
和
線
美
章
園
、
近
鉄
南
大
阪
線
河
堀
口
•
北
田
辺
の
各
駅
が

市
街
地
化
が
進
ん
だ
現
在
も
な
お
、
集
村
形
態
の
街
区
を
よ
く
残
し
て
い
る
が
、

明
治
十
八
年
の
仮
製
二
万
分
―
図
に
は
、
北
上
す
る
今
川
•
平
野
川
に
添
っ
て
環
濠

に
囲
ま
れ
た
集
落
が
見
え
、
往
時
、
平
野
郷
な
ど
と
な
ら
ん
で
環
濠
集
落
で
あ
っ
た

こ
と
を
物
語
る
。
こ
の
環
濠
と
い
う
条
件
を
提
供
し
た
の
は
、
付
け
替
え
以
前
の
大

和
川
（
平
野
川
）
と
狭
山
池
か
ら
発
す
る
西
除
川
の
諸
流
で
あ
っ
た
が
、
宝
永
二
年

あ
る
。

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

は
し
が
き

（
一
七

0
四）

と
な
っ
た
。
平
野
川
の
水
量
が
減
り
、
新
大
和
川
に
横
断
さ
れ
干
上
が
っ
た
西
除
川

の
跡
地
に
は
富
田
新
田
が
開
発
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
景
観
の
変
化
に
つ
い

て
は
、
絵
図
目
録
の
項
で
、
詳
述
さ
れ
る
。

と
「
絵
図
目
録
」
を
収
め
る
。

文
書
目
録
は
、

8

商
業
•
金
融

桑
津
村
文
書
の
う
ち
第
一
に
注
目
す
べ
き
は
、
文
禄
お
よ
び
延
宝
検
地
に
関
す
る

文
書
で
あ
る
。

以
下
、
主
だ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

9
交
通

10
寺
社

11
家

五
七

l
法
令

2
土
地

3
戸

口

4

貢
租

5
村
政

6
農
業

7
用
悪
水

書
目
録
」
に
つ
い
て
概
要
を
記
し
、

つ
い
で
目
録
を
掲
載
し
、
後
段
に
絵
図
の
解
説

目
録
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
、
「
文
書
目
録
」
と
「
絵
図
目
録
」
か
ら
な
る
。
ま
ず
「
文

(
2
)
 文

書
目
録
に
つ
い
て

の
大
和
川
付
け
替
え
は
、
桑
津
村
の
村
落
景
観
を
大
き
く
変
え
る
こ
と

つ
ぎ
の
分
類
項
目
を
立
て
、
編
年
に
し
た
が
っ
て
収
め
て
い
る
。

「
欠
郡
住
吉
郷
内
桑
津
村
御
検
地
帳

文
禄
三
年
」
と
題
書
さ
れ
た
文
書
（
通
番

石

本

倫

子

藪

田

貰



「
摂
津
欠
郡
」

四
三
石
余
で
あ
る
。 （

か
け
ご
お
り
）

の
表
記
を
も
ち
、
文
書
中
、
最
古
の
も
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
土
地
台
帳
に
関
連
し
て
明
暦
二
年
名
寄
帳
が
あ
る

（
通
番
45)
。
こ
れ
も

―二

0
石
を
寄
進
、
徳
川
幕
府
か
ら
も
ひ
き
つ
づ
き
安
堵
さ
れ
た
。

村
の
自
然
条
件
を
物
語
っ
て
い
る
。

な
っ
て
い
る

（
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
途
‘
詳
細
に
報
告
す
る
予
定
）
。

「
摂
州
欠
郡
之
内
桑
津
村
新
帳

れ
た
も
の
と
一
緒
に
綴
じ
ら
れ
、

数
が
書
か
れ
た
上
で
、

る
た
め
で
あ
ろ
う
。

慶
安
二
年
九
月
」
と
題
さ

そ
れ
ぞ
れ
紙
数
七
九
枚
、
六
二
枚
上
紙
二
枚
と
紙

「
右
者
検
地
帳
写
相
違
無
御
座
候
」
と
さ
れ
、
宝
暦
六
年
（
一

七
五
六
）
―
―
―
月
の
年
記
と
庄
屋
・
年
寄
の
署
名
が
末
尾
に
付
い
て
い
る
。

し
た
が
っ

て
、
文
禄
と
慶
安
の
二
度
の
検
地
な
い
し
検
地
改
の
文
書
写
で
あ
る
こ
と
は
あ
き
ら

か
で
あ
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
検
地
筆
数
は
わ
ず
か
に
三
筆
で
、

田
畑
の
合
計
な
ど
検
地
帳
の
末
尾
記
載
に
転
じ
て
い
る
。

な
お
文
禄
一
二
年
時
の
田
畑
内
訳
が
、

名
寄
帳
の
題
名
と
お
り
、
多
兵
衛
以
下
個
人
ご
と
に
字
、

そ
の
あ
と
す
ぐ
に

そ
れ
に
よ
れ
ば
文
禄
検
地

高
は
五

0
七
石
九
斗
一
升
七
合
、
検
地
奉
行
は
浅
野
弾
正
長
政
。
対
す
る
慶
安
新
帳

そ
れ
は
相
給
で
あ
る
堺
妙
国
寺
領
分
（
正
保
郷
帳
時
―

1
0
石
余
）
が
省
か
れ
て
い

田
二

0
町
六
反
四
畝
九
歩
に
対
し
、
畠
屋
敷

が
二
五
町
六
反
四
畝
二

O
歩
と
、
畠
屋
敷
が
多
く
、
大
阪
平
野
の
丘
陵
部
に
あ
る
同

田
畠
の
別
、

が
書
か
れ
、
押
印
の
上
、
末
尾
に
総
計
が
記
さ
れ
て
い
る
。

地
積
、

石
高

五
三
名
の
総
合
計
は
一

八
六
石
四
斗
二
升
六
合
で
あ
る
が
、
村
高
の
三
七
％
に
相
当
す
る
こ
の
石
高
が
、
何

を
意
味
す
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
最
後
尾
に
庄
屋
茂
右
衛
門
の
名
が
見
え
、
持
高
は

第
三
に
、
量
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
る
の
は
宗
門
改
帳
（
通
番
1
0
S
1
6
)
で
あ
る
。

天
保
一
―
―
年
(
-
八
三
二
）
か
ら
文
久
二
年
キ
(
-
八
六
二
）
の
間
の
七
冊
が
あ
る
。
宗

門
改
帳
に
つ
い
て
は
、
大
阪
大
学
文
学
部
日
本
史
研
究
室
に
元
禄
五
年
以
降
の
も
の

が
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
前
．
中
期
の
宗
門
改
帳
は
大
阪
大
学
に
、
後
期
の
も
の
が
津

田
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、
奉
公
人
記
載
も
あ

る
良
質
の
も
の
で
あ
る
。

関
連
す
る
戸
口
資
料
と
し
て
天
和
二
年
四
月
の

（
通
番
6
)
。
庄
屋
茂
右
衛
門
と
年
寄
か
ら
代
官
平
野
藤
次
郎
に
提
出
さ
れ
た
も
の

の
控
え
で
、
総
人
数
四
八
六
人
、
総
高
一
二
九
八
石
六
斗
三
升
三
合
。
明
ら
か
に
幕
府

領
分
の
み
の
帳
面
で
あ
る
。
記
載
は
当
主
名
・
押
印
と
持
高
、
荒
発
高
、
家
屋
敷
の

規
模
・
棟
数
、

「
所
生
」

と
記
載
さ
れ
、
女
房
の

欄
を
追
っ
て
い
く
と
村
内
結
婚
と
村
外
結
婚
の
比
率
が
わ
か
る
な
ど
貴
重
な
資
料
と

と
こ
ろ
で
桑
津
村
は
元
和
初
年
段
階
か
ら
大
坂
藩
領
（
の
ち
元
和
五
年
[
-
六
一

九
]
か
ら
幕
府
領
、

万
治
三
年
[
-
六
六

O
J
大
坂
定
番
板
倉
重
矩
領
、

以
降
再
び
幕
府
領
、
文
化
九
年
[
-
八
―
二
]

に
分
か
れ
、
相
給
と
な
っ
て
い
る
が
、
宗
門
改
帳
も
、

好
実
休
が
、

つ
づ
き
造
作
・
建
立
が
行
わ
れ
、

観
を
整
え
た
と
い
う
。

延
宝
年
間

よ
り
小
田
原
藩
領
）
と
堺
妙
国
寺
領

そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
仕
立
て
ら

れ
て
い
る
。
堺
妙
国
寺
は
日
蓮
宗
の
古
刹
。
京
都
頂
妙
寺
の
僧
日
洸
に
帰
依
し
た
三

日
洸
の
故
郷
堺
で
伽
藍
建
立
を
企
図
し
て
、
永
禄
八
年
(
-
五
六
五
）
、

寺
地
を
寄
進
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
翌
九
年
よ
り
寺
地
の
整
備
が
始
ま
り
、

第
四
に
、
貢
租
納
入
に
関
す
る
文
書
が
、
文
政
三
年
(
-
八
二

0
)
以
降
‘

ひ
き

天
正
十
一
年
(
-
五
八
三
）
頃
に
は
、
壮
大
な
寺

天
正
十
三
年
豊
臣
秀
吉
は
寺
領
と
し
て
、
桑
津
村
に
朱
印
地

か
な

に
人
数
が
集
計
さ
れ
て
い
る
。
当
村
生
ま
れ
に
は

の
方
は
、
三
九
八
石
六
斗
三
升
四
合
で
あ
る
。

1
0
九
石
余
の
石
高
差
が
あ
る
が
、

つ
い
で
家
族
の
名
前
・
年
齢
・
出
生
地
・
奉
公
先
が
書
か
れ
、
最
後

4
)
 
は
、
い
ま
ひ
と
つ

る

「
家
数
人
別
出
生
帳
」

が
一
点
あ

五
八



に
双
方
の
関
連
資
料
が
残
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

あ
と
が
き

の
住
職
覚
心
一
件
を
は
じ
め
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

で
あ
る
。

起
き
て
お
り
、

ま
と
ま
っ
た
資
料
と
な
っ
て
い
る

（
こ
れ

「
貸
付
帳
」
（
通
番
60)
な
ど

り
ま
と
ま
っ
て
あ
る
が
、
寺
領
分
の
年
貢
徴
収
の
実
態
が
窺
え
る
の
も
と
し
て
注
目

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
桑
津
村
は
近
世
を
通
じ
て
、
支
配
関
係
は
相
給
で
あ
る
。

し
か
し
宗
門
改
帳
な
ど
に
よ
れ
ば
差
出
人
の
村
役
人
は
、
幕
府
代
官
あ
て
も
妙
国
寺

役
所
あ
て
も
同
名
で
、
村
政
機
構
は
一
本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

第
五
に
、

そ
の
村
政
機
構
を
め
ぐ
っ
て
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
に
村
方
騒
動
が

（
通
番
2
9
s
4
3
)
。
争
論
は
助
左
衛

門
の
庄
屋
役
復
帰
を
め
ぐ
っ
て
、
村
内
が
分
裂
、
争
論
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

第
六
に
、
村
内
の
知
恩
院
末
見
性
寺
に
関
す
る
文
書
も
、
延
宝
八
年
（
一
六
八

0
)

さ
い
ご
に
本
文
書
の
性
格
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
宗
門
改
帳
な
ど
に
桑
津

村
庄
屋
と
し
て
頻
出
す
る
茂
右
衛
門
が
、
本
文
書
中
の

に
「
日
下
氏
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
桑
津
村
文
書
は
、
桑
津
村
庄
屋
日
下

家
の
伝
来
文
書
と
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
幕
府
領
と
妙
国
寺
領
の
相

給
で
あ
る
が
、
村
政
機
構
が
一
本
で
あ
っ
た
た
め
に
、
世
襲
庄
屋
で
あ
っ
た
日
下
家

た
だ
し
同
家
文
書
に
は
桑
津
村
だ
け
で
な
く
、
住
吉
郡
中
の
文
書
が
若
干
、
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
大
阪
大
学
文
学
部
日
本
史
研
究
室
所
蔵
の
桑
津
村
文
書
中

に
収
め
ら
れ
て
い
る
、
天
明
七
年
の
明
細
帳
．
小
入
用
帳
・
粗
絵
図
で
あ
る

に
つ
い
て
は
今
井
美
紀
「
天
明
年
間
摂
津
綿
作
地
帯
の
村
況
」
『
待
兼
山
論
叢
』
八
‘

さ
れ
る
（
通
番
1
9
S
2
8
)
。

る。 し
て
感
謝
し
た
い
。

五
九

藪
田
貫
）

（
カ
ー
ド
整
理
さ
れ
て
い
る
。
村
田
路
人
氏
の
情
報
に
よ
る
）
。

し
た

一
九
七
五
に
報
告
さ
れ
て
い
る
）
。
住
吉
郡
中
十
四
の
村
、
九
の
新
田
・
請
所
の
分
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
た
こ
れ
ら
の
文
書
が
、
ど
う
い
う
理
由
で
日
下
家
に
残
さ
れ
た
か
は

不
明
だ
が
、
後
述
の
よ
う
に
絵
図
中
に
も
住
吉
郡
中
村
絵
図
が
残
さ
れ
て
い
る
。

下
家
が
郡
中
取
締
の
よ
う
な
役
職
を
勤
め
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
、
今
後
の
課
題
と

な
お
大
阪
大
学
文
学
部
日
本
史
研
究
室
所
蔵
桑
津
村
文
書
は
ま
だ
目
録
が
作
成
さ

れ
て
い
な
い
が
、

日

明
治
大
学
刑
事
博
物
館
に
収
め
ら
れ
た
免
状
を
中
心
と
す
る
も
の

は
、
『
刑
事
博
物
館
目
録
』
第
三
号
（
昭
和
二
八
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

菊
田
太
郎
氏
の
収
蔵
資
料
で
知
ら
れ
る
守
口
文
庫
に
も
、
享
保
期
の
触
留
が
あ
る
と

の
こ
と
で
あ
る

が
っ
て
桑
津
村
（
旧
日
下
家
）
文
書
は
、
津
田
文
庫
を
は
じ
め
四
ヶ
所
に
分
か
れ
て

所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
同
家
文
書
が
い
つ
ど
の
よ
う
に
し
て
散
逸
し
た
の

か
、
ま
た
ど
う
い
う
経
路
を
経
て
津
田
文
庫
他
の
機
関
に
収
蔵
さ
れ
た
の
か
は
不
明

で
あ
る
。
情
報
を
お
持
ち
の
方
が
お
ら
れ
れ
ば
、
ご
教
示
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

最
後
に
な
っ
た
が
、
本
目
録
も
橋
本
猛
•
松
本
望
両
氏
の
助
力
を
得
て
い
る
。
記

（
こ
の
項

本
稿
は
平
成
十
四
年
度
学
部
共
同
研
究
費
「
日
本
・
ア
ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地

に
お
け
る
歴
史
資
料
の
保
存
と
利
用
に
つ
い
て
の
基
礎
的
研
究
」
に
よ
る
成
果
で
あ

し
て
お
き
た
い
。



O
汁

桑
津
村
文
書
目
録

1
 .
 法
令

通
番
整
理

年
月
日

番
号

1
 
1
4
 
延
宝
9
酉
.
5.
 

2
 
4
4
 
安
永
8
亥
.
8

3
 
2
8
 
天
明
6
午
.
7

2
土
地

通
番
整
理

年
月
日

番
号

4
 
5
 
宝
暦
6
子
.
3

5
 
2
4
 
年
号
な
し

3.
 
戸
口

通
番
整
理

年
月
日

番
号

6
 
18
 
天
和
2
壬
戌
4

7
 
16
 
l宝
暦
1
3
未
.
6.
 

8
 
12
9 
l寛
政
3
亥．

文
書
名

覚
（
公
儀
法
度
そ
の
他
）

桑
津
村
惣
百
姓
請
書
（
強
訴
徒
党
逃
散
停
止
農
業
出

精
致
旨
）

強
訴
徒
党
逃
散
之
致
間
敷
事
二
付
百
姓
請
印
可
致
事

文
書
名

欠
郡
住
吉
郷
内
桑
津
村
御
検
地
帳
（
文
禄
3.
8
)
 

高
反
別

文
名

摂
州
住
吉
郡
桑
津
村
家
数
人
別
出
生
帳
桑
津
村

政
三
亥
年
改
人
別
宗
旨

作
成
者
・
差
出
人

宛
名

形
態
員
数

備
考

平
藤
次
郎

摂
州
住
吉
郡
桑
津
村

1
貼
付
りは
ず
れ
、
虫
破

損
あ

桑
津
村
惣
百
姓
治
左
衛
門
他
1
2
3
庄
屋
年
寄
中

1
 

名
連
印

妙
国
寺

宛
名
な
し

1
 

請
印
百
姓
連
印

作
成
者
・
差
出
人

宛
名

形
態
員
数

備
考

桑
津
村
庄
屋
平
二
郎
他
1
名

な
し

横
帳

1
文
禄
3.
8
宝、
慶暦
安6
2
 

己
丑
.
9
、

子
.
3
綴
合
せ

桑
津
村
（
力
）

な
し

折
帖

1
虫
破
損
（
表
紙
）

作
成
・
差
出
人

宛
名
1
形
態
l
員

桑
津
村
庄
屋
右
衛
門
他
2
名
平
野
藤
次
郎
様

1
表
紙
脱
・
（
要
貼

付）

桑
津
村
庄
屋
右
衛
門
他
5
名
小
堀
馬
様
御
役
所

庄
屋
平
左
衛
門

名
な
し

1T
I虫
破
損
あ
り



l冴・

，
 15
 
寛
政
12
申
.
10
 

送
り
一
札
之
事
（
引
越
）

濃
州
石
津
郡
馬
飼
村
親
喜
右
衛
門
宛
名
な
し

1
綴
合
せ
、
包
紙
に

他
2
名

「
宗
旨
手
形
二
枚
」

15
 
寛
政
13
酉
．
正
.
25
 

宗
旨
請
合
一
札

仏
光
寺
御
門
跡
院
家
光
薗
院
役
者
誓
桑
津
村
庄
屋
助
左
衛
門

1
と
の
裏
書
あ
り

源
寺

15
 
寛
政
13
酉
．
正
25

包
紙
（
引
越
送
り
状
宗
旨
請
合
）

1
 

1
0
 
6
 
天
保
3
辰
.
3.
 

天
保
3
辰
年
3
月
摂
州
住
吉
郡
桑
津
村
宗
門
御
改
帳
桑
津
村
年
寄
小
左
衛
門
他
1
名
堂
嶋
寺
社
御
奉
行
様

横
帳

1
 

浄
土
真
宗
四
冊
之
内

11
 
31
 
天
保
1
1
庚
子
.
3

摂
州
住
吉
郡
桑
津
村
宗
門
御
改
帳
（
村
控
）

摂
州
住
吉
郡
桑
津
村
庄
屋
小
左
衛
門
寺
社
奉
行

横
帳

1
 

他
2
名

12
 
3
 
弘
化
5
戊
申
.
3

摂
州
住
吉
郡
桑
津
村
宗
門
御
改
帳
村
控

摂
州
住
吉
郡
桑
津
村
庄
屋
太
次
郎
寺
社
御
奉
行
様

横
帳

1
 

他
1
名

13
 
CD
 
1
嘉
永
6
丑
3

摂
州
住
吉
郡
桑
津
村
宗
門
御
改
帳

摂
州
住
吉
郡
桑
津
村
年
寄
八
郎
右
衛
寺
社
御
奉
行
様

横
帳

1
 

門
他
1
名

14
 
4
 
安
政
2
卯
.
3

摂
州
住
吉
郡
桑
津
村
宗
門
御
改
帳
控

年
寄
八
郎
右
衛
門
他
1
名

堂
嶋
寺
社
御
奉
行
様

横
帳

1
 

15
 
7
 
万
延
2
酉
3

摂
州
住
吉
郡
桑
津
村
宗
門
御
改
帳
控

年
寄
八
郎
右
衛
門
他
2
名

堂
嶋
寺
社
御
奉
行
様

横
帳

1
綴
合
せ

7
 
万
延
2
酉
3

摂
州
住
吉
郡
桑
津
村
宗
門
人
別
寄
帳
控

年
寄
八
郎
右
衛
門
他
2
名

堂
嶋
寺
社
御
奉
行
様

16
 
2
 
文
久
2
戌
.
3

摂
州
住
吉
郡
桑
津
村
宗
門
御
改
帳
控

年
寄
八
郎
右
衛
門
他
2
名

堂
嶋
寺
社
御
奉
行
様

横
帳

1
 

17
 
⑧
 
2
 明
治
4
辛
未
.
3

宗
門
人
別
改
五
人
組
帳

摂
州
住
吉
郡
桑
津
村
年
寄
伊
兵
衛
大
阪
郡
政
局
御
役
所

横
帳

1
 

他
1
名

4.
 
貢
租

18
 
18
 
延
享
元

覚
（
寛
文
元
年
ヨ
リ
天
和
元
年
迄
御
免
定
引
高
書
）
桑
津
村
庄
屋
茂
右
衛
門
他
2
名
宛
名
な
し

1
 

19
 
5
8
-
文
政
3
辰

文
政
二
辰
御
年
貢
納
方
書
物
入

1
書
物
入
袋

(1
) 

5
8
-
文
政
3
辰
.
1
1
 

寺
領
請
所
地
下
請
年
貢
帳
（
地
主
茂
右
衛
門
）

桑
津
村
庄
屋
日
下
茂
右
衛
門

妙
国
寺
様
御
役
所

竪
帳

1
 

(2
) 

5
8
-
文
政
2
卯

卯
年
茂
右
衛
門
請
所
下
請
年
貢
算

茂
右
衛
門

宛
名
な
し

竪
帳

1
 

(3
) 



5
8
-
文
政
3
辰
1
1

覚
（
地
所
作
徳
上
納
請
取
）

妙
国
寺
役
僧

桑
津
村
請
主
日
下
茂
右
衛

1
 

(4
) 

門

5
8
-
文
政
3
辰
1
2

差
上
申
請
取
書
之
事
（
御
用
銀
利
足
辰
年
分
）

摂
州
住
吉
郡
桑
津
村
茂
右
衛
門

堂
嶋
御
役
所

1
 

(5
) 

5
8
-
（
文
政
3)
辰
12
.
2
3
 
覚
（
年
貢
割
合
之
事
）

次
郎
左
衛
門

茂
右
衛
門

1
 

(6
) 

5
8
-
年
月
日
な
し

覚
（
年
貢
村
給
他
）

作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

1
 

(7
) 

5
8
-
（
文
政
3
)
辰
.
12
. 
2
1
 

覚
（
茂
右
衛
門
分
亀
之
助
分
支
配
請
取
）

吉
兵
衛

茂
右
衛
門

1
 

(8
).
 

5
8
-
（
文
政
3)
辰
12
.
2
2
 
覚
（
亀
之
助
分
茂
右
衛
門
分
辰
支
配
入
用
受
取
）
兼
帯
庄
屋
次
郎
左
衛
門

宛
名
な
し

1
 

(9
) 

5
8
-
（
文
政
3)
辰
1
1
2
7
 
覚
（
年
貢
、
利
足
、
年
貢
掛
ケ
）

吉
兵
衛

茂
右
衛
門

1
 

(1
0)
 

5
8
-
（
文
政
3
)
辰
.
12
. 
2
2
 
覚
（
当
辰
村
給
割
合
他
算
用
違
之
事
）

吉
兵
衛

日
下
茂
右
衛
門

1
 

(1
1)
 

5
8
-
（
文
政
3)
辰
月
日
な
し

辰
年
御
取
米
高
（
田
方
畑
方
と
も
）

作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

2
 

(1
2)
 

5
8
-
年
月
日
な
し

辰
石
代
御
直
段
、
平
野
直
段

作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

2
 

(1
3)
 

2
0
 
5
9
-
文
政
5
午

文
政
5
午
御
年
貢
納
方
書
物
入

1
書
物
入

(1
) 

5
9
-
文
政
5
午
.
1
1
 

寺
領
請
所
下
請
年
貢
帳

桑
津
村
請
主
日
下
茂
右
衛
門

妙
国
寺
様
御
役
所

竪
帳

1
 

(2
) 

5
9
-
文
政
5
午
.
1
1
 

覚
（
地
所
作
徳
上
納
請
取
）

妙
国
寺

桑
津
村
請
主
日
下
茂
右
衛

1
 

(3
) 

門

5
9
-
文
政
5
午
.
1
2
 

差
上
申
請
取
書
之
事
（
御
用
銀
利
足
当
午
年
分
）
摂
州
住
吉
郡
桑
津
村
平
二
郎

堂
嶋
御
役
所

1
 

(4
) 

5
9
-
年
月
日
な
し

覚
（
亀
之
介
年
貢
銀
他
）

作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

2
 

(5
) 

5
9
-
（
文
政
5)
午
.
11
. 
2
4
 
覚
（
年
貢
銀
算
用
之
事
）
、
石
切
他

吉
兵
衛

茂
右
衛
門

3
 

(6
) 

5
9
-
年
月
日
な
し

年
貢
利
足
（
茂
右
衛
門
、
亀
之
助
、
平
二
郎
）

作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

3
 

(7
) 

5
9
-
（
文
政
5)
午
.
12
. 
2
2
 
覚
（
今
川
入
用
他
5
件
井
米
役
手
形
）
（
桑
津
出
作
亀
平
野
郷
惣
会
所

宛
名
な
し

1
 

(8
) 

之
介
分
）

l
 
l)
ト



ll
l)
ト

5
9
-
文
政
5
午
.
1
2
.
 
1
8
 

石
掛
り
（
高
石
二
壱
匁
二
分
打
）
桑
津
村
亀
之
助
惣
会
所

宛
名
な
し

1
 

(9
) 

5
9
-
文
政
5
午

摂
津
国
御
定
直
段

作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

1
 

(1
0)
 

5
9
-
年
号
な
し
（
文
政
5
カ）
.
 1
1
.
 9
 
書
状
（
＿
納
銀
取
集
通
知
）

法
善
寺
村
大
谷
＋
助

桑
津
村
平
二
郎

1
 

(1
1)
 

21
 
6
0
-
文
政
8
酉

文
政
8
年
御
年
貢
納
方
書
物
入

1
書
物
入

(1
) 

6
0
-
文
政
8
酉
1
1

御
寺
領
請
所
下
請
年
貢
帳
（
控
）

桑
津
村
請
主
日
下
茂
右
衛
門

妙
国
寺
様
御
役
所

1
 

(2
) 

6
0
-
文
政
8
酉
.
1
1
 

覚
（
地
所
作
徳
上
納
請
取
）

妙
国
寺

桑
津
村
請
主
日
下
茂
右
衛

1
 

(3
) 

門

6
0
-
（
文
政
8
酉）
.
 1
0
.
 
1
7
 
酉
御
年
貢
銀
納
通

兼
帯
庄
屋
十
助

平
二
郎

1
 

(4
) 

6
0
-
（
文
政
8
)
酉
1
1
.
1
8
 
覚
（
御
年
貢
取
済
）

兼
帯
庄
屋
＋
助

松
三
郎

1
 

(5
) 

6
0
-
文
政
8
酉
1
2
.
7
 

寺
領
御
年
貢
請
取
北
組
桑
津
村
利
二
郎

年
預
役
人
執
行
役
人

宛
名
な
し

1
 

(6
) 

6
0
-
年
月
日
な
し

小
田
原
領
（
田
方
畑
方
）
寺
領
田
畑
石
二
付
免

作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

1
 

(7
) 

6
0
-
年
月
日
な
し

覚
（
年
貢
利
足
平
二
郎
分
亀
之
介
分
）

新
右
衛
門

日
下
平
二
郎

1
 

(8
) 

6
0
-
（
文
政
8
)
酉
.
1
1
 

覚
（
込
公
事
料
請
取
）

北
組
町

桑
津
利
＝
郎

1
虫
破
損
あ
り

(9
) 

2
2
 
6
1
-
文
政
9
戌
.
1
1
 

文
政
9
戌
年
1
1
.
御
寺
領
請
所
下
請
年
貢
帳
控
桑
津
村
請
主
日
下
茂
右
衛
門

妙
国
寺
様
御
役
所

1
 

(2
) 

6
1
-
文
政
9
戌
.
1
1
 

覚
（
地
所
作
徳
上
納
請
取
）

妙
国
寺

桑
津
村
請
主
日
下
茂
右

1
 

(3
) 

6
1
-
文
政
9
戌
.
1
2
 

差
上
申
請
取
書
之
事

摂
州
住
吉
郡
桑
津
村
平
二
郎

堂
嶋
御
役
所

l
 

(4
) 

6
1
-
文
政
9
戌

文
政
9
戌
御
年
貢
銀
上
納
通
桑
津
村
亀
之
助

惣
会
所

宛
名
な
し

1
 

(5
) 

6
1
-
（
文
政
9
)
.
1
1
.
 
1
5
 

戌
御
年
貢
米
銀
納
通

兼
帯
庄
屋
十
助

平
二
郎

1
 

(6
) 

6
1
-
文
政
9
戌

文
政
9
年
戌
御
年
貢
之
通

年
寄
新
左
衛
門

日
下
茂
右
衛
門

1
 

(7
) 



6
1
-
（
文
政
9
)
戌
.
1
2
.
 
2
0
 
当
戌
御
年
貢
皆
済
桑
津
村
松
二
郎
納

南
組
小
儀
町

宛
名
な
し

2
 

(8
) 

6
1
-
（
文
政
9
)
戌
.
1
2
.
 9
 

文
政
9
年
寺
領
御
年
貢
皆
済
桑
津
村
利
二
郎

年
預
役
人
執
行
役
人

宛
名
な
し

1
 

(9
) 

6
1
-
年
月
日
な
し

覚
（
年
貢
利
足
収
支
）

作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

1
 

(1
0)
 

6
1
-
年
月
日
な
し

覚
（
平
二
郎
他
3
件
収
支
）

寺
役
人

平
二
郎

1
 

(1
1)
 

6
1
-
年
月
日
な
し

銀
納
相
場
書

作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

3
 

(1
2)
 

6
1
-
（
文
政
9)
.
1
1
.
 
1
7
 

書
状
（
当
年
取
米
皆
無
引
高
通
知
）

元
野
新
左
衛
門

日
下
茂
右
衛
門

1
 

(1
3)
 

2
3
 
6
2
-
文
政
1
0
亥

文
政
1
0
年
亥
御
年
貢
書
物
入

1
書
物
入

(1
) 

6
2
-
文
政
1
0
亥
,
,
 

文
政
1
0
亥
.
1
1
.
 御
寺
領
請
所
下
請
年
貢
帳
控
桑
津
村
請
主
茂
右
衛
門

妙
国
寺
様
御
役
所

竪
帳

1
年
貢
帳
に
綴
合
せ

(2
) 

6
2
-

（
日
下
）
茂
右
衛
門

（
元
野
）
新
左
衛
門

1
 

(2
) 

62
-(
3)
 
文
政
1
0
亥
.
1
1
 

覚
（
地
所
作
徳
上
納
請
取
）

妙
国
寺

桑
津
村
茂
右
衛
門

1
 

6
2
-
（
文
政
1
0
)
亥
.
1
2
.
 4
 
文
政
1
0
亥
年
分
通
惣
中
御
年
貢
皆
済
桑
津
村
亀
之
惣
中

宛
名
な
し

1
木
印
（
且
納
平
野
郷

(4
) 

助
弁

町
御
年
貢
之
事
）

6
2
-
文
政
1
0
亥

亥
年
御
年
貢
之
通
（
皆
済
銀
）

年
寄
新
左
衛
門

松
二
郎

1
 

(5
) 

6
2
-
（
文
政
1
0
)
亥
.
1
0
.
 
2
1
 
覚
（
亥
御
年
貢
不
足
相
済
）

庄
屋
代
権
右
衛
門

平
二
郎

1
 

(6
) 

6
2
-
文
政
1
0
亥
1
2
.
1
1
 

文
政
1
0
亥
年
寺
領
御
年
貢
皆
済
北
組
利
二
郎
年
預
役
人
執
行
役
人

宛
名
な
し

1
 

(7
) 

6
2
-
文
政
7
申
.
1
2
.
 7
 

文
政
7
申
年
寺
領
御
年
貢
皆
済
桑
津
村
利
二
郎
年
預
役
人
執
行
役
人

宛
名
な
し

1
 

(8
) 

6
2
-
文
政
1
0
亥

亥
年
御
取
米

作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

1
 

(9
) 

6
2
-
文
政
1
0
亥

亥
年
（
銀
納
直
段
、
口
米
、
二
分
ー
、
十
分
ー
）

作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

1
 

(1
0)
 

6
2
-
文
政
1
0
亥

亥
年
（
田
畑
寺
銀
納
直
段
）

作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

1
 

(1
1)
 

匡
汁



出
冴
”

6
2
-
文
政
1
0
亥
.
12
. 
6
 

当
亥
御
年
貢
皆
済

南
組
小
儀
町

宛
名
な
し

1
 

(1
2)
 

6
2
-
文
政
1
0
亥
.
11
. 
1
7
 

亥
御
年
貢
銀
納
通
（
皆
済
）

兼
帯
庄
屋
大
谷
＋
助

平
二
郎

1
 (
1
3
)
(
1
4
)
紙
繕

(1
3)
 

締
ニ
ー
括

62
-
文
政
1
0
亥
．
月
日
な
し

文
政
1
0
年
亥
御
年
貢
之
通
（
皆
済
）

年
寄
新
左
衛
門

平
二
郎

(1
4)
 

2
4
 
6
3
-
文
政
,
,
 子

文
政
,
,
 年
子
御
年
貢
書
物
入

1
書
物
入

(1
) 

6
3
-
文
政
1
1
子
.
1
1
 

文
政
1
1
子
.
1
1
御
寺
領
請
所
下
請
年
貢
帳
控

桑
津
村
請
主
茂
右
衛
門

妙
国
寺
様
御
役
所

竪
帳

1
年
貢
帳
に
綴
合
せ

(2
) 

6
3
-

茂
右
衛
門

御
年
番
衆
中

1
 

(2
) 

6
3
-
文
政
1
1
子
.
1
1
 

覚
（
地
所
作
徳
上
納
請
取
）

妙
国
寺

l桑
津
村
請
主
茂
右
衛
門

1
 

(3
) 

6
3
-
文
政
,
,
 子
.
,
 ,
 2
 

子
御
年
貢
銀
納
通

兼
帯
庄
屋
大
谷
＋
助

松
二
郎

2
 

(4
) 

6
3
-
文
政
1
1
子
.
1
2
 4
 

文
政
1
1
子
年
之
通
（
年
貢
銀
皆
済
）
桑
津
村
亀
之
助
惣
中
（
惣
会
所
印
）

宛
名
な
し

1
木
印
（
且
納
平
野
郷

(5
) 

弁
町
御
年
貢
之
事
）

6
3
-
文
政
1
1
子
.
11
. 
1
9
 

文
政
1
1
子
御
年
貢
之
通
（
皆
済
）

年
寄
藤
蔵

松
二
郎

2
 

(6
) 

6
3
-
文
政
1
1
子

子
年
御
取
米
（
米
、
二
分
ー
、
十
分
ー
）

作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

1
 

(7
) 

6
3
-
文
政
,
,
 子
12
.
1
7
 

覚
（
松
二
郎
平
二
郎
小
入
用
銀
相
済
）

庄
屋
大
谷
＋
助

松
二
郎

1
 

(8
) 

6
3
-
文
政
1
1
子
.
11
. 
8
 

子
年
御
取
米
二
分
—
＋
分
ー
値
段

作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

1
 

(9
) 

6
3
-
文
政
1
1
子
.
12
. 
1
6
 

覚
（
松
二
郎
、
茂
右
衛
門
請
所
、
平
二
郎
利
二
郎
小
入
年
寄
藤
蔵

松
二
郎

l
 

(1
0)
 

用
銀
受
取
）

6
3
-
年
月
日
な
し

請
所
小
前
年
貢
受
取
申
候

松
二
郎

宛
名
な
し

1
 

(1
1)
 

6
3
-
文
政
1
1
子
10
.
1
8
 

米
五
拾
（
高
石
持
（
御
上
様
ヨ
リ
御
救
米
）
米
百
六
石
弐
斗
四
合
作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

1
 

(1
2)
 

三
勺
ヨ
リ
下
作
へ
）

6
3
-
文
政
,
,
 子
.
,
 ,
 

覚
（
公
事
用
銀
受
取
）

北
組
町

宛
名
な
し

1
 

(1
3)
 

6
3
-
年
月
日
な
し

小
前
年
貢
利
銀
受
取

松
二
郎

宛
名
な
し

1
 

(1
4)
 



6
3
-
文
政
1
1
子
.
1
2
.
 
1
6
 

文
政
1
1
子
年
寺
領
御
年
貢
皆
済
桑
津
村
利
二
郎
年
預
役
人
執
行
役
人

宛
名
な
し

1
 

(1
5)
 

2
5
 
6
4
-
文
政
1
2
丑

文
政
1
2
丑
御
年
貢
書
物
入

1
書
物
入

(1
) 

6
4
-
文
政
1
2
丑
.
1
1
 

文
政
1
2
丑
年
1
1
月
御
寺
領
請
所
下
請
年
貢
帳
控
桑
津
村
請
主
茂
右
衛
門

妙
国
寺
様
御
役
所

竪
帳

1
 

(2
) 

6
4
-

茂
右
衛
門

御
年
番
衆
中

1
年
貢
帳
に
綴
合
せ

(2
) 

6
4
-
文
政
1
2
丑
.
1
1
 

覚
（
地
所
作
徳
上
納
請
取
）

妙
国
寺

茂
右
衛
門

1
 

(3
) 

6
4
-
文
政
1
2
丑
.
1
1
.
 
1
1
 

丑
御
年
貢
銀
納
通
（
手
形
—
而
請
取
相
済
）

兼
帯
庄
屋
南
法
善
寺
村
大
谷
＋
助
松
二
郎

1
 

(4
) 

6
4
-
文
政
1
2
丑
.
1
1
.
 
1
1
 

丑
御
年
貢
銀
納
通
（
手
形
二
而
請
取
相
済
）

兼
帯
庄
屋
南
法
善
寺
村
大
谷
＋
助
平
二
郎

1
 

(5
) 

6
4
-
文
政
1
2
丑

文
政
1
2
年
丑
寺
領
御
年
貢
之
通
（
皆
済
）

年
寄
新
左
衛
門

平
二
郎

1
 

(6
) 

6
4
-
文
政
1
2
丑
.
1
2
.
 
1
1
 

文
政
1
2
丑
年
寺
領
御
年
貢
皆
済
桑
津
村
利
二
郎
年
預
役
人
執
行
役
人

宛
名
な
し

1
 

(7
) 

6
4
-
文
政
1
2
丑

文
政
1
2
丑
年
寺
領
御
年
貢
皆
済

年
寄
新
左
衛
門

松
二
郎

1
 

(8
) 

6
4
-
文
政
1
2
丑

文
政
1
2
丑
年
御
取
箇
米
銀
二
分
ー
十
分
ー
値
段
作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

1
 

(9
) 

6
4
-
年
月
日
な
し

摂
州
・
河
州
口
米
二
分
ー
十
分
一
直
段

作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

1
 

(1
0)
 

6
4
-
年
月
日
な
し

廿
一
日
掛
ケ
松
二
郎
年
貢
利
足
廿
一
日
掛
ケ
茂
右
作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

2
 

(1
1)
 

衛
門
受
所

6
4
-
文
政
1
2
丑
.
1
2
.
 
1
9
 

覚
（
松
二
郎
受
所
分
平
二
郎
）
小
入
用
受
取

新
左
衛
門

松
二
郎
平
二
郎

1
 

(1
2)
 

6
4
-
文
政
1
2
丑
.
1
2
.
 
1
9
 

覚
（
丑
年
村
支
配
入
用
受
取
）

権
右
衛
門

松
二
郎
平
二
郎

1
 

(1
3)
 

6
4
-
文
政
1
2
丑
,
2.
 
,
 ,
 

覚
（
御
年
貢
不
足
分
、
御
下
利
足
、
村
方
小
入
用
請
兼
帯
庄
屋
大
谷
＋
助

松
二
郎

1
 

(1
4)
 

取）

6
4
-
年
月
日
な
し

金
四
両
弐
朱

差
出
人
不
詳

平
二
郎

1
文
意
不
明

(1
5)
 

2
6
 
6
5
-
文
政
1
3
寅

文
政
1
3
寅
御
年
貢
書
物
入

1
書
物
入

(1
) 

汁
汁
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6
5
-
文
政
1
3
寅
1
1

文
政
1
3
寅
年
,
,
 御
寺
領
請
所
下
請
年
貢
帳

桑
津
村
請
主
茂
右
衛
門

妙
国
寺
様
御
役
所

竪
帳

1
 

(2
) 

6
5
-

茂
右
衛
門

御
年
寄
衆
中

(2
) 

6
5
-
文
政
1
3
寅
1
1

覚
（
地
所
作
徳
上
納
請
取
）

妙
国
寺

桑
津
村
請
主
茂
右
衛
門

1
 

(3
) 

6
5
-
年
月
日
な
し

御
私
料
寅
年
免
刻
（
田
方
、
畑
方
）
寺
領
平
均

作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

1
 

(4
) 

6
5
-
文
政
1
3
寅

寅
年
御
年
貢
銀
納
通

桑
津
村
兼
帯
庄
屋
大
谷
＋
助

松
二
郎

1
 

(5
) 

6
5
-
寅
1
1
.
2
2
 

覚
（
年
貢
利
足
）

作
成
者
不
詳

日
下
松
二
郎

1
 

(6
) 

6
5
-
文
政
1
3
寅

文
政
1
3
年
寅
御
年
貢
通
（
利
足
）
皆
済

年
寄
藤
蔵

松
二
郎

1
 

(7
) 

6
5
-
年
号
な
し
1
1
.
2
2
 

覚
（
年
貢
利
足
）

作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

1
 

(8
) 

6
5
-
文
政
1
3
寅
1
2
.
1
2
 

文
政
1
3
寅
年
寺
領
御
年
貢
皆
済
桑
津
村
利
二
郎
年
預
役
人
執
行
役
人

宛
名
な
し

1
 

(9
) 

6
5
-
（
文
政
1
3
寅）
.
 1
1
.
 
1
1
 
摂
州
二
分
ー
十
分
一
直
段

作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

1
 

(1
0)
 

6
5
-
（
文
政
1
3
寅）
.
 1
1
.
 

覚
（
当
寅
之
年
込
公
事
料
）

北
組
町

宛
名
な
し

1
 

(1
1)
 

6
5
-
（
文
政
1
3
)
と
ら
年

銀
二
拾
壱
匁
米
公
事
料

北
組
帳

宛
名
な
し

1
 

(1
2)
 

6
5
-
（
文
政
1
3
寅）

利
足
銀
（
廿
＿
日
掛
ケ
茂
右
衛
門
廿
＿
日
掛
ケ
松
ニ
作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

4
 

(1
3)
 

郎
4
日
懸
松
三
郎
他
1
枚）

6
5
-
文
政
1
3
寅
3.
2
7
 

古
河
出
人
足
掛
（
銀
八
匁
二
分
五
厘
）
桑
津
村
亀
之
助
惣
会
所

宛
名
な
し

1
 

(1
4)
 

2
7
 
6
6
-
天
保
2
卯

天
保
2
年
卯
御
年
貢
書
物
入

1
書
物
入

(1
) 

6
6
-
天
保
2
卯
1
1

天
保
2
卯
年
1
1
月
御
寺
領
請
所
下
請
年
貢
帳

桑
津
村
請
主
茂
右
衛
門

妙
国
寺
様
御
役
所

竪
帳

1
 

(2
) 

6
6
-

茂
右
衛
門

御
年
寄
衆
中

(2
) 

6
6
-
天
保
2
卯
.
,
 ,
 

覚
（
地
所
作
徳
上
納
請
取
）

妙
国
寺

桑
津
村
請
主
茂
右
衛
門

1
 

(3
) 



6
6
-
年
月
日
な
し

差
上
申
請
取
書
之
事
（
端
裏
書
請
取
書
案
文
）

摂
州
住
吉
郡
桑
津
村
松
二
郎

堂
嶋
御
役
所

1
 

(4
) 

6
6
-
天
保
2
卯
.
1
0
 

天
保
2
卯
1
0
.
御
年
貢
銀
上
納
通

冨
田
新
田

桑
津
村
茂
右
衛
門

1
 

(5
) 

6
6
-
天
保
2
卯

当
卯
年
直
段
（
摂
州
二
分
ー
十
分
一
口
米
河
内
二
作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

1
 

(6
) 

分
—
＋
分
一
口
米
）

6
6
-
天
保
2
卯
.
1
1
.
 
1
5
 

卯
御
年
貢
請
取
通

兼
帯
庄
屋
大
谷
＋
助

松
二
郎

1
 

(7
) 

6
6
-
天
保
2
卯．

天
保
2
年
卯
寺
領
御
年
貢
之
通
皆
済
（
松
二
郎
納
、
新
左
衛
門

宛
名
な
し

1
 

(8
) 

茂
右
衛
門
受
所
）

6
6
-
天
保
2
卯
1
2
.
7
 

天
保
2（
小卯
間年
物寺
屋領
）御
忠年
兵貢
衛皆
）
済
（
桑
津
村
利
二
郎
支
年
預
役
人
執
行
役
人

宛
名
な
し

1
 

(9
) 

配
人

6
6
-
（
天
保
2
卯）

田
方
畑
方
取
銀
高

作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

3
 

(1
0)
 

6
6
-
（
天
保
2
卯）

田
方
畑
方
取
銀
高
（
上
中
田
畑
屋
敷
他
）

作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

1
 

(1
1)
 

6
6
-
（
天
保
2
卯）

覚
（
村
寺
請
所
）
取
銀
高

作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

1
 

(1
2)
 

6
6
-
（
天
保
2
卯）

田
方
畑
方
取
高

作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

2
 

(1
3)
 

6
6
-
（
天
保
2
卯）
.
 1
2
.
 2
 

覚
（
卯
年
込
公
料
）
（
事
脱
力
）

北
組
町

宛
名
な
し

1
 

(1
4)
 

6
6
-
（
天
保
2
卯）

枚廿
日
掛
リ
年
貢
利
足
（
松
二
郎
茂
右
衛
門
受
所
）
他
1
作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

2
 

(1
5)
 

6
6
-
（
天
保
2
)
卯
.
1
2
.
 
1
1
 

覚
（
村
小
入
用
請
取
）

新
左
衛
門

松
二
郎
平
、
受
所

1
 

(1
6)
 

2
8
 
6
7
-
弘
化
3
午

弘
化
3
年
午
御
年
貢
書
物
入

1
書
物
入

(1
) 

6
7
-
弘
化
丙
午
.
1
1
 

弘
化
3
年
丙
午
御
寺
領
請
所
下
請
年
貢
帳
控

桑
津
村
請
主
茂
右
衛
門

妙
国
寺
様
御
役
所

竪
帳

1
 

(2
) 

6
7
-

当
午
御
寺
領
請
所
下
請
年
貢
請
取

茂
右
衛
門

御
寺
領
庄
屋
年
寄
衆
中

(2
) 

6
7
-
弘
化
3
丙
午
.
1
1
 

覚
（
地
所
作
徳
上
納
請
取
）

妙
国
寺

桑
津
村
茂
右
衛
門

1
 

(3
) 

6
7
-
弘
化
3
丙
午

摂
津
国
（
二
分
一
口
米
十
分
御
一
年
直
段
貢
）
小
田
原
領
（
石
作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

1
 

(4
) 

代
上
々
米
直
段
）
小
田
原
領

小
入
用
他

＞汁



~
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6
7
-
弘
化
3
丙
午

弘
化
二
丙
午
寺
領
御
年
貢
小
入
用
他

作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

1
 

(5
) 

6
7
-
（
弘
化
3
)
午
.
1
2
.
 2
3
 
覚
（
小
入
用
請
取
）

庄
屋
平
重
郎

茂
右
衛
門
利
二
郎

1
 

(6
) 

6
7
-
（
弘
化
3
)
午
.
1
2
.
 
2
3
 
覚
（
年
貢
小
入
用
受
取
）

庄
屋
太
次
郎

茂
右
衛
門

1
 

(7
) 

6
7
-
（
弘
化
3
)
午
.
1
2
.
 
1
5
 
覚
（
御
蔵
入
用
請
取
）

庄
屋
太
次
郎

茂
右
衛
門

1
 

(8
) 

6
7
-
（
弘
化
3
)
.
 2
3
 

小
入
用
請
取
（
桑
津
村
茂
右
衛
門
利
二
郎
）

桑
津
茂
右
衛
門
利
二
郎

宛
名
な
し

l
 

(9
) 

6
7
-
（
弘
化
3
)
.
 2
2
 

年
貢
銀
利
足
（
茂
右
衛
門
）

作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

2
 

(1
0)
 

5
村
政

2
9
 
2
6
 
天
明
6
午
.
4.
 
2
7
 

乍
恐
口
上
（
帰
書
役
願
）
）
桑
津
村
茂
右
衛
門
改
名
助
左
衛
助
左
衛
門

妙
国
寺
御
役
者
中
様

1
 

門
（
端
裏
書
下

3
0
 
19
 
天
明
6
午
.
5

乍
恐
口
上
（
桑
津
村
茂
右
衛
門
ヨ
リ
改
名
助
左
衛
門
）
帯
桑
津
村
助
左
衛
門

妙
国
寺
御
役
者
中

1
 

刀
御
免
窺
之
事

31
 
2
0
 
天
明
6
午
.
6

乍
恐
御
請
書
（
助
左
衛
門
帰
役
之
儀
承
知
之
趣
連
印
御
寺
領
桑
津
村
年
寄
善
兵
衛
他
14
宛
名
な
し

1
 

之
事
）

名
（
印
）

3
2
 
21
 
天
明
6
午
6

助
左
衛
門
帰
役
之
儀
不
承
知
之
趣
連
印
之
事

九
右
衛
門
他
2
4
名
（
印
）

宛
名
な
し

1
虫
破
損
あ
り

3
3
 
3
6
 
天
明
6
午
.
7

乍
恐
御
請
書
（
庄
屋
助
左
衛
門
帰
役
不
承
知
な
が
ら
御
寺
領
桑
津
村
百
姓
金
兵
衛
他
21
名
宛
名
な
し

1
 

承
知
請
印
仕
候
）

連
印

3
4
 
3
3
 
天
明
6
午
.
8.
 
1
0
 

乍
恐
口
上
御
下
桑
津
村
百
姓
利
右
衛
門
（
利
右
衛
利（
奥右
書衛
）
門
他
1
名

妙
国
寺
御
役
者
中

1
 

門
枠
市
松
二
付
争
論
）

地
主
勘
左
衛
門
他
1
名

3
5
 
2
2
 
天
明
6
午
.
8.
 
2
5
 

乍
恐
口
上
（
年
寄
善
兵
衛
閉
門
御
赦
免
願
之
事
）
桑
津
村
庄
屋
助
左
衛
門

妙
国
寺
御
役
者
中

1
 

3
6
 
31
 
天
明
6
午
.
8.
 
2
6
 

乍
恐
口
上
御
寺
領
桑
津
村
年
寄
善
蔵
（
庄
屋
助
左
衛
桑
津
村
年
寄
小
左
衛
門

妙
国
寺
御
役
者
中

1
 

門
帰
役
二
付
百
姓
不
承
知
之
争
論
二
付
年
寄
取
締
方
（
奥
印
）
庄
屋
助
左
衛
門

不
行
届
之
御
詫
之
事
）



37
 
I⑭
 
17
 
年
号
な
し
.
6.
 
9
 

助
左
衛
門
帰
役
承
知
不
承
知
双
方
之
名
前
印
形
差
出
堺
妙
国
寺
役
者
（
印
）

領
分
桑
津
村
庄
屋
助
左
衛

1
 (
天
明
6
年
力
）

旨
之
趣
意
書
（
包
紙
）
桑
津
村
妙
国
寺
領
庄
屋
年
寄

門
他
1
名

38
 
34
 
年
号
な
し
午
.
7.
 
2
7
 

乍
恐
口
上
御
下
桑
津
村
百
姓
杢
兵
衛
同
枠
源
兵
衛
杢
兵
衛
他
5
名
（
奥
書
）
庄
屋
助
左
妙
国
寺
御
役
者
中

1
 

（
助
左
衛
門
庄
屋
帰
役
不
承
知
争
論
）

衛
門

39
 
23
 
年
月
日
な
し

覚
書
（
承
知
人
数
、
不
承
知
人
数
寺
領
高
所
持
御
料
作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

1
虫
破
損
あ
り

百
姓
弐
拾
人
人
寺
方
共
）

4
0
 
28
 
年
月
日
な
し

御
料
屋
敷
二
住
居
い
た
し
候
寺
領
百
姓
名
寄

作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

1
趣
意
不
詳
検
討
の

事

41
 
24
 
年
月
日
な
し

百
姓
名
前
高
書
付

作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

4
2
 
25
 
年
月
日
な
し

御
乱
順
（
御
寺
領
御
料
百
姓
名
前
書
上
）

持
屋
敷
地
主
の
別

註
記

4
3
 
30
 
年
月
日
な
し

不
承
知

作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

1
 CM
)
と
関
ー
連2
1文
、
書(
M
)
-
カ
2
3
 

4
4
 
20
 
年
月
日
な
し

乍
恐
以
書
附
ヲ
奉
御
願
候

摂
州
住
吉
郡
桑
津
村
願
人
茂
右
衛
門
宛
名
な
し

1
文
書
後
半
部
分
欠

他
8
名

如

6.
 
農
業

4
5
 
5
 
明
暦
2
丙
申
.
1
1
 

摂
州
欠
郡
之
内
桑
津
村
名
寄
帳

横
帳

1
 

46
 
⑥
 
1
天
明
6
午
.
12
. 
1
9
 

ー
札
（
大
豆
作
手
入
賃
金
請
取
）

富
田
新
田
惣
七

桑
津
村
助
左
衛
門

1
 

4
7
 
8
 
文
化
1
4
丑
.
9

当
丑
秋
立
毛
耕
地
限
帳
摂
州
住
吉
郡
桑
津
村

桑
津
村
百
姓
代
林
七

堂
嶋
御
役
所

竪
帳

1
 

4
8
 
13
 
天
保
2
卯
.
6

質
物
二
差
入
申
御
田
畑
之
事

西
川
村
質
主
彦
二
郎
他
2
名

桑
津
村
松
二
郎

1
 

13
 
天
保
2
卯
.
6

小
作
請
負
証
文
之
事

西
川
村
質
主
彦
三
郎
他
1
名

桑
津
村
松
三
郎

4
9
 
⑲
 
2
4
 
天
保
2
卯
.
7

居
宅
土
蔵
門
納
屋
質
物
証
文
之
事
奥
印

西
川
村
質
主
彦
二
郎
他
2
名

桑
津
村
松
二
郎

1
 

Orr
 



l合

7.
 
用
水

50
 
【3
3
】
貞
享
4
卯
.
8

貞
享
4
年
卯
8
月
摂
州
住
吉
郡
桑
津
村
樋
百
嶋
溜
池
桑
津
村
庄
屋
茂
右
衛
門
他
3
名
御
奉
行
様

横
帳

1
虫
破
損
あ
り

2
 

北
田
辺
桑
津
立
合
樋
御
普
請
願
帳

51
 
4
 
貞
享
4
T
卯
.
11
 

摂
州
住
吉
郡
桑
津
村
樋
百
嶋
溜
池
桑
津
北
田
辺
立
合
作
成
者
な
し

宛
名
な
し

横
帳
1
冊、
1

樋
御
普
請
願
帳
、
覚
（
松
伏
樋
道
具
）

枚

52
 
12
 
正
徳
3
巳
6

乍
恐
返
答
書
を
以
言
上
仕
候
（
六
反
村
用
水
樋
潰
二
六
反
村
庄
屋
源
右
衛
門

中
村
甚
五
右
衛
門
他
1
名

1
虫
破
損
あ
り

付
井
堰
築
上
ケ
之
事
）

53
 
19
 
元
文
3
午
.
6

元
文
3
年
午
6
月
川
下
猪
飼
野
、
岡
、
木
野
村
領
砂
浚
作
成
者
不
詳

御
裁
判
所
箱
訴

横
帳

1
 

覚

54
 
14
 
延
享
4
卯
7

乍
恐
以
書
付
御
願
奉
申
上
候
（
新
大
和
川
筋
堤
用
水
青
池
井
手
口
東
浦
榎
木
待
手
五
ヶ
所
奉
行
所

1
追
而
書
あ
り
（
堺
奉

樋
之
事
）

立
合
樋
惣
代
河
州
志
紀
郡
柏
原
村
庄

行
所
）

屋
次
右
衛
門
他
9
名

8
商
業
・
金
融

55
 
⑪
 
87
 
延
宝
8
庚
申
.
7
 5
 

乍
恐
口
上
書
を
以
申
上
候
（
堺
妙
国
寺
江
銀
子
合
拾
摂
州
住
吉
郡
桑
津
村
百
姓
介
左
衛
門
堀
内
新
六

1
 

六
貫
返
済
催
促
願
）

他
2
名

56
 
11
2 
延
宝
8
庚
申
.
7.
 
5
 

堺
妙
国
寺
江
肝
煎
銀
勘
定
帳
他

摂
州
住
吉
郡
桑
津
村
百
姓
介
右
衛
門
堀
内
新
六

1
 

他
2
名

57
 
5
 
享
和
2
戌
1
0

差
上
申
ー
札
之
事
東
町
奉
行
所
宛
（
江
戸
入
津
酒
造
妙
國
寺
用
達
井
筒
屋
東
兵
衛

桑
津
村
御
役
人

1
 

商
届
）

58
 
2
7
-
天
保
6
未
．
正
.
2
1
 

乍
恐
奉
願
上
候
（
端
裏
書
天
保
6
正
月
家
質
物
願
出
摂
州
住
吉
郡
桑
津
村
松
三
郎
他
1
名
丹
南
御
役
所

1
 

(1
) 

書
付
控
）

2
7
-
天
保
6
未
．
正
1
9

右
願
書
之
添
翰

桑
津
村
松
三
郎
他
1
名

堂
嶋
御
役
所

1
 

(2
) 

59
 
55
 
天
保
1
5
甲
辰
正

貸
附
銀
覚
帳

作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

竪
帳

1
 (
桑
津
村
関
連
力
）

60
 
，
 元
治
2
乙
丑
.
1
 

元
治
2
年
乙
丑
正
月
吉
日
貸
附
帳

日
下
氏

宛
名
な
し

竪
帳

1
 



9
交
通

61
 
7
5
-
元
治
元
子
.
9.
 
2
4
 

覚
（
御
手
船
入
用
高
請
取
）

川
口
御
用
所

日
下
茂
右
衛
門

1
 

(5
) 

7
5
-
年
月
日
な
し

覚
（
東
在
方
世
話
方
取
替
銀
差
引
勘
定
）

作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

1
 

(6
) 

7
5
-
年
月
日
な
し

覚
（
金
九
両
二
歩
他
金
子
受
取
）

為
田
五
右
衛
門

宛
名
な
し

1
 

(7
) 

7
5
-
年
月
日
な
し

覚
（
寄
進
高
差
引
勘
定
）

作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

1
 

(8
) 

7
5
-
年
号
な
し
丑
.
2.
 
2
2
 

覚
（
御
手
船
惣
入
用
内
訳
東
在
世
話
方
取
替
分
内
作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

1
 

(9
) 

訳）

1
0
.
 寺
社

6
2
 
17
 
寛
文
10
戌
.
5.
 
4
 

乍
恐
返
答
（
本
山
知
恩
院
よ
り
の
問
責
に
対
す
る
返
桑
津
村
見
生
寺
欣
誉
井
一
願

知
恩
院
御
役
者
中

1
 

答）

63
 
42
 
延
宝
8
庚
申
.
2.
 
1
2
 

桑
津
村
見
生
寺
住
持
代
々
井
覚
心
不
届
之
条
々
作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

1
 

6
4
 
29
 
延
宝
8
庚
申
.
2

口
上
書
（
本
堂
庫
裏
新
造
作
之
願
）

浄
土
宗
地
恩
院
末
寺
摂
州
欠
郡
桑
津
大
坂
御
奉
行

1
虫
破
損
あ
り

村
見
生
寺
信
誉
判
他
4
名

65
 
14
 
延
宝
8
申
.
7.
 
1
2
 

乍
恐
御
訴
訟
（
桑
津
村
見
生
寺
借
銀
返
済
）

う
え
本
町
橋
詰
町
永
木
喜
兵
衛
他
1
御
奉
行
様

1
 
虫
破
損
あ
り

4
名

66
 
10
 
延
宝
8
申
.
8

乍
恐
口
上
書
を
以
申
上
候
（
見
生
寺
後
住
覚
心
借
財
桑
津
村
庄
屋
介
左
衛
門
他
4
名
御
奉
行
所

1
 

取
扱
処
分
之
事
）

67
 
16
 
延
宝
8
申
.
8

乍
恐
口
上
書
を
以
申
上
候
（
見
生
寺
先
住
欣
誉
追
放
、
桑
津
村
庄
屋
助
左
衛
門
他
4
名
御
奉
行
様

1
虫
破
損
あ
り

後
住
覚
心
借
銀
埒
明
之
事
）

68
 
35
 
延
宝
8
申
.
8

口
上
書
之
覚
（
見
生
寺
住
覚
心
借
鍛
之
事
）

作
成
者
不
詳

御
奉
行

1
貼
付
は
ず
れ
、
虫
破

損
あ
り

69
 
【3
6
】
延
宝
8
庚
申
.
8

乍
恐
差
上
申
口
上
書
之
覚
（
桑
津
村
見
生
寺
看
主
覚
作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

1
 

14
 

心
不
埒
之
事
他
）

70
 
32
 
貞
享
元
子
.
7
.
 6
 

乍
恐
口
上
書
（
見
生
寺
住
寺
恵
秀
与
之
争
論
、
内
済
作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

1
 

之
事
）

71
 
30
 
宝
暦
3
酉
正

乍
恐
奉
願
上
候
口
上
書
（
西
之
坊
大
破
二
付
桑
津
村
同
村
年
寄
平
兵
衛
他
3
名

御
奉
行
所

1
虫
破
損
あ
り
貼
付
は

屋
敷
地
へ
引
授
ケ
候
事
）

ず
れ

l
 lc
t 



l
 
l
 
l合

72
 
7
 
宝
暦
6
子
.
3.
 
1
2
 

光
琳
寺
本
堂
屋
弥
葦
替
御
願

摂
州
住
吉
郡
桑
津
村
光
琳
寺
看
坊
隆
御
奉
行
様

横
帳
1
冊、
1
京
都
角
所
倉
宛
輿
一
様

正
他
2
名

枚
御
役

73
 
【3
3
】
安
永
3
午
.
5.
 
1
2
 

請
取
申
銀
子
之
事

桑
津
村
見
性
寺
先
住
倫
誉
他
1
名
祐
蔵

1
 

37
 

（
奥
印
）
見
性
寺
当
住
仰
誉

74
 
2
 
寛
政
2
戌
3.
1
6
 

恐
（
マ
マ
）
恐
口
上
（
四
万
五
千
日
図
向
法
事
、
建
札
、
摂
州
住
吉
郡
桑
津
村
浄
土
宗
見
性
寺
小
堀
縫
殿
御
役
所

1
ズ要
修レ
）
理
（
の
り
付
ハ

仮
屋
取
撓
）

庄
屋
助
左
衛
門

75
 
11
 
年
月
日
記
入
な
し

乍
恐
口
上
書
を
以
申
上
候
（
上
記
文
書
と
同
様
の
文
差
出
人
名
記
入
な
し

欠
落

1
後
半
部
欠
落

書）

76
 
3
 
年
月
日
な
し

当
村
見
生
寺
何
角
覚

摂
州
住
吉
郡
桑
津
村

宛
名
な
し

横
帳

1
 

7
7
 
41
 
年
月
日
な
し

乍
恐
差
上
申
口
上
書
之
事
（
摂
州
桑
津
村
見
生
寺
覚
作
成
者
不
詳

宛
名
な
し

1
 

心
不
届
之
条
々
）

1
1
.
 家

78
 
15
 
年
号
な
し
正
1
8

書
状
（
妙
国
寺
印
形
調
印
之
上
御
書
付
差
出
可
被
下
播
磨
屋
十
五
郎

桑
津
村
御
庄
屋
茂
右
衛
門

1
 

候
事
）

79
 
25
 
年
号
な
し
12
.
2
6
 

妙
国
寺
役
者
よ
り
の
差
紙
（
桑
津
村
庄
屋
助
左
衛
門
・
妙
国
寺
役
者

桑
津
村
寺
領
庄
屋
助
左
衛

1
包
紙
と
も

年
寄
中
出
頭
之
事
）

門
他
2
名

8
0
 
26
 
年
号
な
し
.
9.
 
晦

書
状
（
堺
出
会
名
寄
帳
免
割
帳
ニ
ッ
キ
打
合
之
事
）
原
田
利
助

日
下
茂
右
衛
門

81
 
27
 
年
号
な
し
10
.
1
5
 

書
状
（
病
気
二
付
明
日
不
参
）

藤
本
与
右
衛
門

日
下
茂
右
衛
門

1
 

82
 
37
 
慶
応
4.
3
 

仁
和
寺
参
入
之
事
被
任
請
畢
向
後
幾
久
眠
近
有
之
旨
吉
田
陸
奥
守
他
1
名

摂
州
住
吉
郡
桑
津
村
日
下
折
紙

1
包
紙
あ
り

沙
汰
状

茂
右
衛
門



で
は
全
体
的
な
特
徴
を
考
慮
し
て
、

一
般
図
と
し
て
①
概
観
図
、
主
題
図
と
し
て
は

こ
と
が
分
か
る

い
る
情
報
か
ら
、

も
よ
く
残
っ
て
い
る
。

一
般
に
近
世
の
絵
図
は
描
か
れ
て
い
る
領
域
に
よ
っ
て
、
国

は
じ
め
に

S
時
期
と
内
容
分
類

S

桑
津
村
文
書
に
残
さ
れ
た
絵
図
は
総
数
五
八
点
で
、
年
記
の
分
か
る
も
の
で
最
古

は
元
文
元
年
(
-
七
三
六
）
、
最
新
が
享
和
四
年
(
-
八

0
四）

紀
の
も
の
で
あ
る
。
保
存
状
態
は
大
変
よ
く
、
虫
害
に
よ
る
破
損
も
少
な
く
、
彩
色

絵
図
、
郡
絵
図
、
村
絵
図
に
大
別
さ
れ
る
が
、
こ
の
絵
図
群
は
主
と
し
て
桑
津
村
を

中
心
に
し
た
村
絵
図
で
あ
る
。
桑
津
村
の
属
す
る
住
吉
郡
域
を
描
い
た
、

郡
絵
図
が
若
干
あ
る
。

絵
図
の
多
く
は
年
記
が
な
く
、

で
、
大
半
は
十
八
世

い
わ
ゆ
る

正
確
な
作
成
年
代
は
分
か
ら
な
い
が
、
描
か
れ
て

あ
る
程
度
の
時
期
区
分
は
可
能
で
あ
る
。
絵
図
に
記
載
さ
れ
て
い

る
石
高
か
ら
は
延
宝
検
地
の
前
後
を
判
断
で
き
る
。

ま
た
川
の
流
路
と
新
田
か
ら
は
、

大
和
川
付
替
の
前
後
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
こ
の
村
高
と
川
の
流
路
か
ら
、
延
宝
検

地
以
前
を
A
、
延
宝
検
地
か
ら
大
和
川
付
替
ま
で
を
B
、
大
和
川
付
替
以
後
を

C
と

す
る
。
こ
の
時
期
区
分
か
ら
、
大
部
分
の
絵
図
が
大
和
川
付
替
以
後
の
も
の
で
あ
る

（
目
録
参
照
）
。

近
世
の
絵
図
は
、

そ
の
内
容
に
し
た
が
え
ば
、
村
の
全
般
的
な
概
況
を
示
し
た
一

般
図
と
、
特
定
の
目
的
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
主
題
図
と
に
分
け
ら
れ
る
。
絵
図
は
、

そ
の
範
囲
・
時
期
・
内
容
な
ど
様
々
な
指
標
に
よ
っ
て
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

り
、
絵
図
群
全
体
の
傾
向
や
偏
差
な
ど
か
ら
も
分
類
方
法
は
異
な
っ
て
く
る
。

②
所
領
分
布
図
、
③
耕
地
見
取
図
、
④
水
利
関
係
図
‘

そ
れ

は
絵
図
に
描
か
れ
た
地
域
の
社
会
的
な
状
況
も
反
映
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
こ

の
四
つ
に
大
別
し
た
。
桑
津

る
村
の
中
心
は
‘

「
小
竹
藪
」

で
二
重
に
囲
ま
れ
た
環
濠
集
落
で
あ

て
間
違
い
な
い
。

村
の
絵
図
群
は
、

絵
図
の
作
成
契
機
は
検
地
、
領
地
替
え
、
新
田
開
発
、
普
請
、
境
界
設
定
、
争
論
、

役
人
の
巡
見
な
ど
で
あ
り
、
桑
津
村
の
場
合
も
例
に
も
れ
ず
、
検
地
や
普
請
‘
争
論
、

そ
し
て
役
人
の
巡
見
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
、
絵
図
の
表
題
や
端
裏
書
か
ら

分
か
る
。
最
初
に
、
村
の
概
況
を
総
合
的
に
記
載
し
た
絵
図
か
ら
、
桑
津
村
の
基
本

的
な
情
報
を
読
み
と
っ
て
み
た
い
。
こ
れ
ら
の
絵
図
が
、

ま
ず
1
と
2

以
後
の
絵
図
の
ベ
ー
ス
マ

に
、
住
吉
郡
の
文
禄
検
地
は
文
禄
三
年
(
-
五
九
四
）
に
実
施
さ
れ
、
検
地
奉
行
は

浅
野
弾
正
長
吉
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
点
に
は
、
文
禄
検
地
（
古
検
）
段
階
の
村
高
や

情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

流
路
か
ら
、
文
禄
検
地
以
後
ー
大
和
川
付
替
以
前
の
情
報
が
描
か
れ
て
い
る
と
考
え

「
居
村
」

「
堀
」
「
渕
」

正
確
な
作
成
年
代
は
不
明
で
あ
る
。

と

で
、
家
数
は

1
に
は
六
七
軒
‘

蓮
寺
の
境
内
地
が
除
地
と
さ
れ
、

た
だ
、
河
川
の

2
に
は
六
五
軒
と
あ
る
。

八
幡
宮
・
金

さ
ら
に
環
濠
の
北
西
に
接
し
て
天
神
宮
、

隣
に
見
性
寺
が
除
地
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

（
目
録
番
号
、
以
下
同
じ
）

そ
の
ほ
か
村
内
の
宗
教
施
設
と
し
て

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
絵
図
に
あ
る
よ
う

ッ
プ
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
、
概
観
図
に
み
る
村
況
と
特
徴

以
下
、
こ
の
分
類
に
従
っ
て
見
て
い
き
た
い
。

利
関
係
図
が
多
い
の
が
特
色
で
あ
る
。

一
般
図
で
あ
る
①
概
観
図
が
少
な
く
、

そ
の
北

主
題
図
の
な
か
で
も
④
水
七
四



「
桑
津
新
家
」

数
や
建
物
を
あ
ま
り
反
映
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
し
唯
一

3
で
は

新
家
」
内
に
描
か
れ
て
い
る
人
家
が
新
家
集
落
内
を
横
断
す
る
大
和
海
道
の
両
側
に

向
か
い
合
っ
て
並
ん
で
お
り
、
こ
れ
は
実
際
の
家
屋
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
も
の

「
桑
津

居
村
も
丁
寧
に
描
か
れ
て
い
る
な
ど
、
多
く
の
情
報
を
含
ん
で
い
る
。

建
築
物
と
し
て
は
人
家
、
寺
社
、
祠
堂
、
鳥
居
‘
郷
蔵
が
あ
る
。
人
家
は
「
居
村
」

な
い
。
樹
木
は
宗
教
施
設
内
に
描
か
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

13
は
彩
色
も
美
し
く
丁
寧
に
仕
上
げ
ら
れ
、

村
領
」
、
南
側
は
「
北
田
辺
村
領
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

の
、
こ
の
絵
図
が
小
字
の
位
置
を
最
も
よ
く
描
写
し
て
い
る
。

村
領
」

で
あ
る
。
周
辺
地
域
に
関
し
て
は
東
側
が

所
領
や
耕
地
の
状
況
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
村
の
北
境
に
は

「
桑
津
新
家
」
が

は
墓
‘

野
神
、
六
斎
塚
が
見
ら
れ
、

ま
た
赤
塚
‘
大
塚
‘
錨
子
山
の
古
墳
も
描
か
れ

用
水
施
設
に
つ
い
て
は
、
桑
津
村
・
北
田
辺
村
・
南
田
辺
村
の
相
合
池
（
共
同
管

理
池
）

で
あ
る
百
嶋
池
か
ら
の
用
水
井
路
、
悪
水
井
路
‘
堤
‘
橋
の
ほ
か
、
樋
に
関

し
て
は
長
さ
や
番
号

(
2
の
み
）
が
付
さ
れ
て
い
る
。
用
水
施
設
に
つ
い
て
は
、
後

述
す
る
よ
う
に
水
利
関
係
図
と
ほ
ぼ
同
等
の
情
報
量
が
描
か
れ
て
お
り
、

そ
の
傾
向

は
所
領
分
布
図
や
耕
地
見
取
図
で
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
地
域
に
お
け
る
水

居
村
の
外
側
は
、

2
に
は
「
田
畑
日
損
場
」
「
田
畑
旱
損
場
」
と
あ
る
が
、
詳
細
な

「
林
寺
村
新
家
」
と
隣
接
し
て
お
り
、

そ
こ
を
横
断
す
る
大
和
海
道
の
北
側
が
「
林
寺

「
平
野
庄
領
」
、

つ
ぎ
に
絵
図
群
の
表
現
上
の
特
徴
を
み
て
み
よ
う
。

に
平
地
で
あ
っ
た
た
め
で
も
あ
る
が
、

西
側
は
「
天
王
寺

ほ
と
ん
ど
の
絵
図
は
上
が
南
‘

下
が
北
と
な
っ
て
い
る
。
他
地
域
の
村
絵
図
と
比
較
し
て
最
初
に
気
付
く
の
は
、
立

体
感
に
乏
し
く
平
面
的
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
桑
津
村
周
辺
の
地
形
が
実
際

そ
れ
を
度
外
視
し
て
も
絵
画
的
な
要
素
が
少

の
内
部
に
の
み
描
か
れ
て
い
る
が
、
記
号
化
さ
れ
て
い
て
、
実
際
の
家

利
問
題
の
重
要
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

て
い
る
。

と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

二
、
所
領
分
布
図
が
示
す
相
給
状
況
と
新
田
開
発

七
五 「寺

つ
ぎ
に
所
領
分
け
を
主
眼
と
し
た
絵
図
類
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
絵
図
で
は

村
の
情
報
は
必
要
最
低
限
に
さ
れ
、
何
よ
り
も
所
領
の
相
給
状
況
が
一
目
で
分
か
る

よ
う
に
、
カ
ラ
フ
ル
に
色
分
け
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
桑
津
村
の
相
給
関

係
と
い
え
ば
、
幕
府
領
と
堺
妙
国
寺
領
の
入
組
が
絵
図
に
見
ら
れ
る
基
本
的
形
態
で

あ
る
。

11
は
妙
国
寺
領
の
分
布
状
況
が
よ
く
分
か
る
も
の
で
あ
る
。
寺
領
に
は

領
西
ノ
辻
廿
五
番
ヨ
リ
廿
六
番
迄
」

さ
れ
て
い
る
。

あ
っ
た
。

二
入
組
」

（
幕
府
領
）

が
あ
る
。

と
い
う
ふ
う
に
、
該
当
す
る
小
字
と
地
番
が
記

ま
た
「
居
村
」
と
表
記
さ
れ
る
集
落
の
内
側
に
も
、
寺
領
が
三
ヶ
所

小
字
の
記
載
に
関
し
て
は
、
明
確
な
境
界
線
こ
そ
描
か
れ
て
い
な
い
も
の

「
高
百
弐
拾
石
堺
妙
国
寺
本
田
畑
之
内

と
さ
れ
て
い
る
。
絵
図
で
は
寺
領
そ
の
も
の
は
区
別
さ
れ
ず
、
本
田
畑

へ
の
弥
重
寺
新
田
の
分
布
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
先
の

11
に
類
似
し

て
新
田
に
地
番
が
付
さ
れ
て
い
る
。

の
部
分
に
も
番
数
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
付
替
か
ら
さ
ほ
ど
遅
く
な
い
時
期
に
作
成

さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
大
和
川
付
替
に
よ
っ
て
生
じ
た
「
川
床
引
」

10
は
幕
府
領
、
寺
領
、
新
田
‘

色
分
け
さ
れ
て
い
る
ほ
か
に
、
道
、
悪
水
井
路
、
樋
普
請
所
、

川
床
（
川
欠
場
）
が

戸
関
樋
普
請
所
、

そ
れ
は
先
述
し
た
郡
絵
図
に
分
類
さ
れ
う
る

1
5
S
2
1
で‘

堤‘

と
こ
ろ
で
、
明
ら
か
に
所
領
分
布
図
と
は
さ
れ
な
い
も
の
の
注
目
す
べ
き
絵
図
群

一
見
‘
道
中
図



領
分
」

の
村
は
黄
色
、

三
、
桑
津
村
の
綿
作

S
耕
地
見
取
図
か
ら

S

る
。
し
か
し
、

「
田
畑
」
と
表
記
し
て
あ
る
の
み
で
、

旱
損
場
」

「
御
他
領
」
は
白
（
無
色
）
と
い
う
区
別
で
あ
る
。

「
田
畑

い
る
の
か
を
以
下
の
分
類
に
し
た
が
っ
て
み
て
み
た
い
。

四
、
水
利
関
係
図
に
つ
い
て

え
る
。
る
こ
と
で
あ
る
。
桑
津
村
の
名
産
と
し
て
は
、
『
摂
陽
群
談
』
に
は

つ
ま
り
こ

綿
皆
無
」

密
で
な
い
こ
と
に
気
付
く
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
点
は
、

凡
例
に
あ
る
よ
う
に

れ
は
、
そ
の
ま
ま
絵
図
の
作
成
主
体
が
「
御
領
」
側
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
「
他
領
」

を
区
別
し
た
う
え
で
、
村
間
の
道
程
の
概
略
を
整
理
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

う
な
点
か
ら
こ
の
絵
図
も
、
所
領
分
布
図
に
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
耕
地
の
状
況
を
中
心
に
描
か
れ
た
絵
図
類
が
あ
る
。
絵
図
の
作
成
目
的

は
明
確
で
、
端
裏
書
な
ど
か
ら
、
代
官
の
検
見
に
際
し
て
準
備
さ
れ
た
こ
と
が
分
か

あ
く
ま
で
も
居
村
、
寺
社
、
水
路
、
道
以
外
の
部
分
を
相
対
的
に

小
字
と
そ
の
お
お
ま
か
な
面
積
の
記
載
さ
れ
て

い
る
も
の
も
あ
る
が
、
詳
細
な
田
畑
の
分
布
状
況
は
分
か
ら
な
い
。
検
見
の
際
に
提

出
す
る
も
の
と
は
い
え
、
大
半
が
概
略
図
に
留
ま
っ
て
い
る
。
旱
損
状
況
を
示
し
て

い
る
も
の
と
し
て
は

34
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
耕
地
に
あ
た
る
部
分
は
す
べ
て

そ
の
よ

と
さ
れ
て
お
り
、
絵
図
全
体
の
描
写
と
し
て
は
①
概
観
図
や
後
述
す
る
④

「
同
大
痛
」
「
中
痛
」
な
ど
の
よ
う
に
、
綿
作
の
作
柄
状
況
が
記
さ
れ
て
い

大
根
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
主
要
な
畑
作
物
は
綿
花
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺

絵
図
群
の
な
か
で
最
も
多
い
の
が
、
こ
の
水
利
関
係
図
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て

き
た
絵
図
の
な
か
で
も
、

「
桑
津
温
鞍
」
と

用
水
と
そ
れ
に
関
わ
る
施
設
は
他
の
要
素
に
比
し
て
詳
細

に
描
か
れ
て
お
り
、
桑
津
村
と
そ
の
周
辺
地
域
に
お
い
て
、
水
利
が
非
常
に
重
要
な

問
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
大
和
川
の
付
替
と
無
関
係
で
な
い

こ
と
も
明
白
で
あ
る
。
付
替
に
よ
っ
て
用
水
条
件
は
大
き
く
変
化
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
付
替
に
よ
る
用
水
系
統
の
変
化
が
い
か
に
絵
図
に
反
映
さ
れ
、
描
か
れ
て

「御

「木

記
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
桑
津
村
ー
北
田
辺
村
間
は
六
丁
‘

天
王
寺
ー
阿
倍
野
間
は

十
八
丁
と
な
っ
て
い
る
。
各
村
は
円
の
中
に
村
名
を
記
す
こ
と
に
よ
っ
て
表
さ
れ
て

お
り
、
大
和
川
の
付
替
に
よ
っ
て
旧
川
床
に
開
発
さ
れ
た
富
田
新
田
や
、
町
場
と
し

て
長
方
形
に
表
現
さ
れ
た
安
立
町
も
見
え
る
。
大
和
川
、
今
川
、
駒
川
以
外
に
建
築

物
や
自
然
的
景
観
の
描
写
は
見
ら
れ
ず
、
簡
素
で
模
式
的
な
も
の
で
あ
る
が
、

よ
く

見
る
と
す
べ
て
の
村
間
に
道
程
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
道
程
の
表
記
が
必
ず
し
も
厳

こ
の
よ
う
な
な
か
で
注
目
さ
れ
る
の
は

33
で
あ
る
。
こ
の
絵
図
の
形
式
は
小
字
と

の
み
が
描
か
れ
、
道
で
区
分
さ
れ
た
部
分
ご
と
に
、
畑
地
の
面
積
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
田
地
に
関
し
て
は
「
外
田
有
之
」

と
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、

は
、
他
領
と
の
境
界
と
方
位
以
外
は
一
切
描
か
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
か
ら
、

図
の
作
成
目
的
が
畑
地
の
概
況
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
重
要
な
の
は
そ
こ
に こ
の
絵

そ
の
面
積
を
表
し
た
も
の
に
類
似
し
て
い
る
が
、
村
内
で
は

損
状
況
は
分
か
ら
な
い
。

と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。

天
王
寺
を
起
点
に
堺
ま
で
住
吉
郡
内
の
各
村
間
の
道
程
が

水
利
関
係
図
の
情
報
量
に
匹
敵
す
る
も
の
の
、

具
体
的
な
耕
地
状
況
お
よ
び
そ
の
旱

「
居
村
」

の
領
域
と
道

そ
の
他
の
情
報

七
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で
作
成
さ
れ
て
い
る
。

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

「
水
場
」

川
筋
の
村
々
は
、

円
の
中
に
村
名
を
記
し
た
も
の
で
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注

目
し
た
い
の
は
、
黄
色
に
塗
ら
れ
た
村
で
あ
る
。

の
村
で
‘

「
水
場
」

凡
例
に
よ
れ
ば
こ
れ
は

天
道
川
の
合
流
地
点
に
集
中
し
て
見
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
描
か
れ
て

い
る
領
域
は
非
常
に
広
範
で
あ
る
が
、
こ
の
絵
図
の
中
心
は
、
桑
津
村
を
含
む
こ
の

の
村
々
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
村
々
が
あ
る
特
定
の
用
水
権
益
を
共
有
し
、

付
替
以
前
の
桑
津
村
が
、
狭
山
池
お
よ
び
西
除
川
（
天
道
川
）

を
主
た
る
水
源
と
し

最
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
村
内
の
用
水
系
統
を
概
観
し
た
絵
図
類
で
あ
る
。

代
表
的
な
も
の
が
48
で
あ
る
が
、
百
嶋
池
か
ら
の
用
水
路
、
今
川
悪
水
路
、
猫
間
川

悪
水
井
路
と
そ
れ
ら
に
関
わ
る
井
関
、
樋
が
描
か
れ
て
お
り
、
と
く
に
樋
に
は
番
号

が
付
さ
れ
、
長
さ
と
内
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。
村
内
の
情
報
は
居
村
と
宗
教
施
設
が

表
記
さ
れ
て
は
い
る
が
、
絵
画
的
要
素
は
少
な
く
、
こ
の
パ
タ
ー
ン
が
用
水
系
統
図

の
基
本
と
な
っ
て
お
り
、
精
粗
の
差
は
あ
っ
て
も
多
く
の
絵
図
が
ほ
ぼ
同
様
の
形
式

西
除
川
に
加
え
て
桑
津
村
の
水
源
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
百
嶋
池
は
、
地
理
的
に

悪
水
井
路
」
を
併
せ
て
、
最
後
に
大
和
川
へ
合
流
す
る
。

「
丹
南
郡
丹
北
郡
悪
水
井
路
」
と
、

「
味
右
衛
門
池
」
「
砂
村
池
」
よ
り
発
し
た
「
在
々

せ
て
、

「
西
除
ケ
」
に
合
流
す
る
。

「
西
除
ケ
」

は
貯
水
池
で
あ
る

「
裏
池
」

を
経
て

「
西
除
ケ
」
（
西
除
川
）
に
分
か
れ
、

「
東
除
ケ
」

は
途
中
「
柏
原
よ
り
井
路
筋
」

を
併

（
東
除
川
）

（
ア
）
用
水
系
統
図

40
と
41
は
狭
山
池
か
ら
大
和
川
ま
で
の
川
筋
を
描
い
た
大
判
の
絵
図
で
、
大
和
川

付
替
前
の
当
該
地
域
の
用
水
系
統
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
そ

の
水
路
を
見
て
み
る
と
、
狭
山
池
か
ら
の
天
道
川
は
最
初
に
「
東
除
ケ
」

考
え
て
現
在
の
桃
ケ
池
と
考
え
ら
れ
る
が
、
非
常
に
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に

気
付
く
。
こ
の
池
が
付
替
後
に
重
要
性
を
増
し
、

の
上
で
も
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

争
論
関
係
図

そ
れ
が
絵
図
上
の
池
の
大
き
さ
に

反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
に
百
嶋
池
は
、
付
替
前
は
北
田
辺

村
．
南
田
辺
村
・
桑
津
村
の
三
村
立
合
で
あ
っ
た
も
の
が
、
付
替
後
に
は
北
田
辺

村
・
桑
津
村
二
村
の
立
合
に
な
っ
て
お
り
、
付
替
に
よ
る
用
水
系
統
の
変
化
は
絵
図

さ
て
、
大
和
川
付
替
以
前
の
状
況
を
物
語
る
絵
図
が
も
う
一
点
あ
る
。

9
こ
ま
、

3
tし

百
嶋
池
か
ら
桑
津
村
へ
の
用
水
井
路
が
描
か
れ
、
狭
山
西
除
天
道
川
の
両
岸
に
堤
が

長
弐
百
弐
拾
三
間
」
と
あ
る
。
問
題
は
平
野
領
と
の
境
界
に
示
さ
れ
た
「
論
所
」

平
野
道
沿
い
の
平
野
橋
の
東
西
二
箇
所
に
あ
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
争
論
絵
図
で

れ
て
い
る
が
桑
津
村
の
内
部
は
細
か
い
描
写
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
‘
絵
図
の
中
心
は

ま
さ
し
く
こ
の
境
界
付
近
で
、

連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

お
そ
ら
く
堤
普
請
を
め
ぐ
る
平
野
庄
と
の
争
論
に
関

付
替
後
の
状
況
と
し
て
は

50
が
あ
る
。
絵
図
左
端
（
南
）

か
ら
狭
山
悪
水
川
と
駒

川
悪
水
井
路
が
大
き
く
置
か
れ
、
堤
が
所
々
切
れ
た
よ
う
に
描
い
て
あ
る
横
に
、

七
七 で、

所
堤
切
り
口
長
四
拾
間
」
「
是
よ
り
論
所
堤
迄
六
拾
間
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
北
田
辺
領

と
桑
津
領
の
領
域
が
朱
線
で
描
か
れ
て
お
り
、

ま
さ
し
く
争
論
絵
図
と
し
て
の
体
裁

で
、
決
壊
し
た
堤
を
め
ぐ
る
北
田
辺
村
と
の
争
論
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
方
位

は
上
が
西
（
川
上
）
に
な
っ
て
お
り
、
鷹
合
村
と
の
境
界
も
示
さ
れ
て
い
る
。
二
本

あ
る
。

天
道
川
と
今
川
を
結
ぶ

「
桑
津
村
樋
」

「論

と
、
平
野
庄
領
の
悪
水
井
路
が
描
か

描
か
れ
て
お
り
、

西
岸
は
駒
川
ま
で
の
合
流
点
ま
で

「
堤
長
百
弐
間
」
東
岸
は
「
堤

（イ）



り
、
用
水
系
統
の
具
体
的
な
状
況
を
物
語
る
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ 「御

「
無
本
寺
」
と
あ
る
た
め
、
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）

通
じ
て
境
内
地
は
除
地
と
さ
れ
て
い
る
。

の
悪
水
井
路
に
は
桑
津
橋
が
跨
っ
て
い
る
ほ
か
、
悪
水
落
樋
、

用
悪
水
井
路
が
見
え

付
替
に
よ
っ
て
住
吉
郡
の
中
央
を
北
流
し
て
い
た
西
除
川
は
流
路
を
遮
断
さ
れ
、

西
除
川
下
流
部
の
今
川
の
水
量
は
減
少
し
た
。

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
流
路
変
更
に
よ

っ
て
堤
防
が
決
壊
し
た
よ
う
で
、
駒
川
悪
水
井
路
の
川
欠
場
所
に
番
数
で
示
し
た
も

の
に

56
が
あ
る
。
こ
の
川
欠
場
所
が
大
和
川
付
替
に
よ
っ
て
流
路
を
変
更
さ
せ
ら
れ

た
場
所
で
あ
り
、
堤
の
欠
損
だ
け
で
な
く
、
土
砂
も
堆
積
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

ま
た
取
水
、
排
水
を
め
ぐ
る
新
た
な
問
題
に
も
直
面
し
た
よ
う
で
あ
る
。
猫
間
川

か
ら
の
取
水
井
路
、
井
関
、
悪
水
井
路
、
樋
は
絵
図
の
な
か
に
そ
の
存
在
を
強
く
残

し
て
い
る
。

と
く
に
取
水
と
排
水
の
要
で
あ
る
樋
は
、
最
も
詳
細
に
描
か
れ
て
お
り
‘

近
世
を
通
じ
て
繰
り
返
し
修
造
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、

4
4
s
4
7
や
3
に
詳
し
い
。

ま
た
、
堤
の
間
数
と
枕
木
の
数
を
記
し
た
68
も
興
味
深
い
。
桑
津
村
の
天
道
川
筋

の
惣
堤
間
数
は
九
百
間
、
使
用
さ
れ
た
杭
木
は
二
五

0
本
で
、

三
尺
‘
末
口
二
寸
五
分
で
、

五
、
絵
図
か
ら
考
え
る

S
環
濠
集
落
と
宗
教
施
設

S

（
ウ
）
樋
普
請
所
・
川
欠
所
・
堤
図

る。

そ
れ
ぞ
れ
長
さ
一
丈

さ
ら
に
竹
五

0
束
が
柵
（
し
が
ら
み
）
に
入
れ
て
補
強

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
他
に
駒
川
と
今
川
の
用
水
樋
の
概
略
図
55
な
ど
も
あ

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
絵
図
に
よ
っ
て
桑
津
村
に
関
す
る
多
く
の
情
報
が

得
ら
れ
た
。
最
後
に
そ
れ
を
も
と
に
桑
津
村
の
特
質
に
つ
い
て
若
干
の
整
理
を
試
み

第
一
は
環
濠
集
落
と
い
う
村
落
形
態
で
あ
る
。
桑
津
村
の
周
辺
で
は
、

の
洞
空

と
く
に
堺

や
平
野
郷
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
『
東
住
吉
区
史
』
に
よ
れ
ば
、
今
在
家
（
現

在
の
今
川
）
、
新
在
家
（
杭
全
）
、
今
林
‘
中
野
、
喜
連
、
東
西
瓜
破
、
成
本
、
六
反
‘

住
道
‘
矢
田
部
山
、
堀
（
東
長
居
）
な
ど
で
も
集
落
周
辺
の
濠
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

桑
津
村
で
も
、
文
禄
検
地
段
階
で
の
情
報
を
反
映
し
た
1
、

ば
、
遅
く
と
も
中
世
末
期
に
は
環
濠
集
落
は
成
立
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
集
落
形
態
と
関
連
し
て
村
の
宗
教
施
設
に
つ
い
て
。
中
世
末
期
の
壊
濠
集

落
と
い
え
ば
、

い
わ
ゆ
る
真
宗
寺
院
を
中
心
と
し
た
寺
内
町
を
想
起
す
る
が
、
桑
津

の
環
濠
集
落
の
中
心
は
金
蓮
寺
お
よ
び
八
幡
社
で
あ
る
。
金
蓮
寺
は
、

（
一
八
七
三
）
に
廃
寺
と
な
り
、

と
記
さ
れ
て
お
り
、
他
寺
院
に
比
べ
て
明
ら
か
に
堂
宇
が
立
派
に
描
か
れ
、
近
世
を

ま
た
同
絵
図
で
は
、

る
が
、

た
い
。

2
の
絵
図
か
ら
考
え
れ

正
確
な
由
緒
は
不
明
で
あ
る
が
、

明
治
六
年

3
で
は
「
氏
寺
」

に
よ
る
再
建
以
降
‘
浄
土
宗
寺
院
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
桑
津
村
内
の
真
宗
寺

院
と
し
て
は
、
知
恩
院
末
寺
の
見
性
寺
が
除
地
と
し
て
多
く
の
絵
図
に
描
か
れ
て
い

3
で
は
、
環
濠
内
に
、
仏
光
寺
派
光
津
寺
と
大
谷
派
（
絵
図
で
は
東
本
願
寺

派
）
光
琳
寺
が
見
え
る
。
こ
の
二
寺
は
他
の
絵
図
で
は
一
切
描
か
れ
て
お
ら
ず
、

年
貢
地
」
と
さ
れ
、
金
蓮
寺
に
比
べ
て
堂
宇
も
粗
末
に
描
か
れ
て
い
る
。

氏
神
は
天
神
社
で
あ
る
が
、
環
濠
の
外
に
隣
接
す
る
か
た
ち
で
あ
る
。
『
日
本
書
紀
』

に
は
応
神
天
皇
一
三
年
春
に
髪
長
姫
が
日
向
よ
り
当
地
に
来
住
し
、
病
に
臥
し
て
少

彦
名
命
を
祀
っ
て
祈
願
し
た
と
こ
ろ
平
癒
し
た
と
の
言
い
伝
え
が
あ
り
、

っ
て
少
彦
名
命
が
氏
神
と
し
て
勧
請
さ
れ
た
と
い
う
。
末
社
に
八
幡
社
、
稲
荷
神
社
、
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絵
図
編
年
の
―
つ
の
指
標
に
も
な
る
。

な
く
、

合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

―
っ
―
つ
の
絵
図
の
意
味
が
確
実
な
も
の
と
な
る
だ
け
で

一
軒
一
軒
の
屋
敷
地
の
間
数
を
記
し
た

58
な
ど
も
あ
り
、
興
味

お
わ
り
に

S
描
か
れ
る
も
の
と
描
か
れ
な
い
も
の

S

る
。
ま
た
こ
の
境
内
に
は
「
御
蔵
」
「
郷
蔵
」
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
村
の
宗
教
施
設

―
つ
の
方
法
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

八
王
子
社
が
あ
る
が
‘

八
幡
社
は
髪
長
姫
の
旧
址
と
さ
れ
た
金
蓮
寺
内
に
あ
り
、
金

こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
桑
津
村
に
お
け
る
環
濠
集
落
は
い
わ
ゆ
る
真
宗
寺
内
町
で

は
な
く
、
真
宗
寺
院
は
あ
く
ま
で
も
村
の
道
場
と
し
て
の
性
格
が
強
く
、
金
蓮
寺
が

環
濠
内
の
み
な
ら
ず
桑
津
村
全
体
に
お
け
る
宗
教
的
な
中
心
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

に
共
同
体
の
蔵
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
近
世
の
郷
蔵
の
有
り
様
を
見
る
う
え
で

も
注
目
で
き
る
。

桑
津
村
に
関
す
る
絵
図
群
に
は
そ
の
ほ
か
、
桑
津
村
内
を
通
る
大
和
海
道
を
詳
細

に
測
量
し
た

57
や‘

は
尽
き
な
い
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
絵
図
を
よ
り
詳
細
に
読
み
解
き
、
文
書
な
ど
と
照

―
つ
の
近
世
村
落
の
具
体
的
な
景
観
や
あ
り
方
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
と

思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
絵
図
に
は
当
然
描
か
れ
る
も
の
と
、
描
か
れ
な
い
も
の
が
生
じ
る
。
例

え
ば
当
絵
図
群
で
は
見
性
寺
北
側
の
墓
地
が
絵
図
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
な
か
っ
た

り
、
ほ
ぼ
同
内
容
の
絵
図
で
家
数
が
異
な
っ
て
い
た
り
、

小
字
表
記
が
微
妙
に
異
な

っ
て
い
た
り
す
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
を
、
実
際
の
墓
地
や
家
数
や
小
字
の
変
化
を

そ
の
ま
ま
反
映
し
て
お
り
、
絵
図
の
作
成
年
代
に
よ
る
も
の
と
考
え
れ
ば
、

そ
れ
は

蓮
寺
が
廃
さ
れ
た
際
に
、

天
神
社
境
内
に
移
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

七
九

し
か
し
、
絵
図
の
作
成
や
書
写
に
際
し
て
は
、
作
成
主
体
の
意
識
が
何
ら
か
の
か

た
ち
で
投
影
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
作
成
主
体
の
意
識
と
い
う
の
は
、

的
状
況
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
何
を
ど
う
描
く
か
と
い
う
こ
と

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
何
が
ど
う
描
か
れ
て
い
な
い
の
か
を
考
え
る
こ
と
は
、
絵
図

の
作
成
背
景
の
み
な
ら
ず
近
世
村
落
を
め
ぐ
る
地
域
社
会
や
‘

そ
の
意
識
に
触
れ
る

（
こ
の
項

当
時
の
社
会

石
本
倫
子
）
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